
Q9. また同じような機会があったほうよいですか

Q8. 天草高校生の対応はよかったですか

Q4. 天草高校のSSH事業で知っているもの

地域の方々(水産講座in天草参加者)による天草高校SSH意識調査アンケート結果
H30.10.23実施　38名回答

Q2. Q1で知っていたと答えた方は、どこで知りましたか

Q1. 天草高校がSSHであることを知っていましたか

Q3. 地域の探究活動をしていることを知っていましたか

Q6. 今回の発表は、あなたの目的にあっていましたか

Q7. 今回の発表の満足度は、どの程度ですか
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地域の認知度は約２割。きっかけも様々な方向があることが分

かったので、今後も複数の方法で継続して発信します。その他

としては、職場や知人から聞いたというものがありました。

今回の発表は、天草高校SSHの説明と、スナメリ及び赤潮の研究の

一部を生徒が紹介しました。スナメリがいる海は、漁場として最適

であるということや、赤潮の発生条件の研究成果を発表しました。

まだまだ研究不足な点が多くありますが、地域の方々の評価は高

かったと言えます。「高校生が海について関心高く取り組んでくれ

てありがたい」というコメントも頂きました。

今回の結果で、地域への情報発信の大切さを改めて実感しました。

SSHの研究成果を地域に発信し、貢献したいという気持ちが、生

徒・職員ともに強くなりました。ご協力ありがとうございました。


